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●新宿区

VLP活用のねらい
（適）オンラインを活用した「つながり・居場所づくり」 図書館を利用
した支援やメンタルフレンドなど、通所できない児童・生徒への支援と同
様に「支援」の一つとする。
（日）日本語での会話の機会の増加
対象生徒・児童
（適）つくし教室（適応指導教室）在籍児童・生徒のうち、VLPの
活用を希望する児童・生徒
（日）日本語学級設置校及び日本語指導教員加配校のうち、VLP
の活用を希望する児童・生徒

運営時間
（適）午前８時から午後６時
（日）日本語指導の授業時間及び放課後午後６時まで

活用方法
（適）朝の会の配信、行事の事前学習の配信、オンライン支援員と
の交流、学習ツールの活用、登室していない児童・生徒との交流
（日）オンライン支援員との日本語での日常会話、利用者同士の交
流など

【前期】
・つくし教室に対する緊張感を弱めるために、継
続的に朝の会や行事の事前学習を配信して安
心感をもたせた。また、当日につくし教室に登室
できなかった児童・生徒がつくし教室の児童・生
徒と交流できる時間を設定したことで、児童・生
徒にとってつながりを感じられる環境を整え、居場
所として活用することができた。

【後期】
・前期に引き続き、つくし教室での活用を継続した。
・日本語指導では、日本語学級設置校及び日本
語指導教員加配校のうち、利用希望のあった学
校の児童を対象としてアカウントを配付した。その際、
タブレットのデスクトップにリンクを設置したことで、気
軽にログインする様子が見られた。日本語会話の
習熟のための機会となったと考える。

活動・取組み内容活用方針
適日
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

●新宿区

児童・
生徒

• （適）今年も「デキタス」を使えたので、よく
分からなかった内容をもう一度学び直すこと
ができてよかった。（生徒）

• （適）教育センターに行けなかった時も、つ
くし教室の様子が分かってよかった。

• （日）オンライン支援員さんに日本語で勉
強している内容を伝えることができた。VLPを
使ってお話をするのが楽しかった。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

 （適）VLPに設置されている学習用アプリ（デキタス）を使って、
自分が学びたい内容を選んで取り組む様子が見られた。

 （適）朝の会や行事の事前指導をオンライン配信することで、
その日に登室できない児童やその保護者が安心感を得ることが
できた。

 （日）希望者が気軽にVLPにログインできる環境を整備したこ
とにより、日本語の日常会話を練習できる機会が増えた。

 （日）VLPへのログインが定着してきた児童もおり、日本語会
話の環境が整ってきたことで、VLP上における児童同士の交流
も見られるようになった。

 不登校支援ではVLPを対面での指導・支援に繋げるための補
助的な取組と位置付け、今年度と同様の取組を継続する。

 不登校対策の取組として保護者への周知をすすめていく。

 日本語指導においては、アカウントを継続して使えるように依頼
してあり、今後もログインの手間を軽減して気軽に使える環境を
維持する。また、学校から利用希望があった際は直接訪問して
リンク設置を行うと同時に、活用に向けた周知を図る。

利用者の声

＜教職員から＞
• （日）授業で活用することがある。VLP上
にある「桃太郎電鉄」（教育版Liteを区で
依頼・導入）では、日本の地理を知るきっか
けとなった。

• （日）自宅で一人で過ごしている児童が仮
想空間に入ることを楽しみにしていて、今日
は何先生がいるかな？という言葉も聞こえて
くる。
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●新宿区


